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『平家公達草紙』「青海波」成立に関する小考

　
在
り
し
日
の
平
家
の
栄
華
を
描
い
た
作
品
に
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
が

あ
る
。
草
紙
と
い
っ
て
も
、
白
描
の
絵
巻
物
に
な
っ
て
お
り
、
現
存
す
る

も
の
で
は
次
の
三
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
種

　
　
佐
藤
千
寿
氏
旧
蔵
本
　
　
詞
五
段
・
絵
四
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
で
は
一
・
二
・
三
・
五
段
が
福
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
図
書
館
（
松
永
記
念
館
旧
蔵
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
段
が
故
・
前
田
青
邨
画
伯
宅
に
分
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る

第
二
種
・
幕
末
の
模
本

　
　
東
京
国
立
博
物
館
本
ー
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
狩
野
養
信
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詞
六
段
・
絵
九
図

　
　
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
本
　
　
冷
泉
為
恭
写
　
東
京
国
立
博
物
館
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
内
容

　
　
小
川
寿
一
旧
蔵
九
曜
紋
文
庫
本
ー
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
直
養
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
刀
比
羅
宮
図
書
館
本
の
詞
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
写
し
で
絵
は
無
し

第
三
種

　
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
本
　
　
詞
三
段
・
絵
な
し

現
在
最
も
入
手
し
や
す
い
『
平
家
公
達
草
紙
』
で
あ
る
、
岩
波
文
庫
『
建

礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
付
録
に
は
、
二
種
本
を
東
京
国
立
博
物
館
本
で

翻
刻
し
た
十
三
段
（
一
種
本
の
故
・
前
田
青
邨
画
伯
蔵
の
も
の
を
除
く
）

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
論
で
は
兵

　
　
（
1
）

藤
裕
己
氏
に
よ
る
、
語
り
口
の
違
い
な
ど
か
ら
三
種
伝
本
が
そ
れ
ぞ
れ
相

互
無
関
係
に
、
個
別
に
成
立
し
た
作
品
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
す
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る
説
を
受
け
、
こ
こ
で
は
三
種
本
を
同
一
線
上
で
は
扱
わ
ず
、
『
安
元
御

賀
記
』
と
の
関
係
か
ら
注
目
さ
れ
る
、
第
一
種
本
の
松
永
記
念
館
旧
蔵
福

岡
市
立
図
書
館
本
の
中
の
「
青
海
波
」
の
段
を
特
に
検
証
し
た
い
。

　
こ
の
段
は
、
群
書
類
従
に
載
る
藤
原
隆
房
作
と
さ
れ
る
『
安
元
御
賀

記
』
と
の
関
係
か
ら
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
藤
原
隆
房
の
手
に
よ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）

の
で
は
な
い
か
と
い
う
論
（
中
村
義
雄
・
桑
原
博
史
）
の
骨
子
と
な
る
段

で
あ
る
。
ま
ず
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
本
文
を
検
証
す
る
前
に
そ
の
資
料

と
し
て
大
い
に
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
『
安
元
御
賀
記
』
に
つ
い
て
考

察
し
て
み
る
。

『
安
元
御
賀
記
』
と
の
関
係

　
後
白
河
法
皇
五
十
歳
を
祝
う
御
賀
を
記
し
た
『
安
元
御
賀
記
』
に
は
、

群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
藤
原
隆
房
作
と
い
わ
れ
る
『
安
元
御
賀

記
』
と
、
定
家
の
書
写
し
た
『
安
元
御
賀
記
』
（
以
下
、
類
従
本
・
定
家

本
と
表
記
）
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
親
・
平
家
色
の
強
い
類

従
本
が
先
行
し
て
成
立
し
、
後
の
歴
史
的
事
情
で
親
・
平
家
色
を
廃
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

定
家
本
が
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
伊
井
春
樹
氏
の
論

に
よ
り
記
述
に
矛
盾
の
多
い
類
従
本
の
ほ
う
が
、
定
家
本
よ
り
も
後
の
成

立
と
す
る
論
が
出
さ
れ
、
私
も
そ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
伊
井
氏
は
定
家
本
を
安
元
御
賀
直
後
に
描
か
れ
た
記
録
と
し
、

そ
れ
以
降
の
平
家
都
落
ち
以
前
に
平
家
の
栄
華
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
、

類
従
本
を
位
置
付
け
、
さ
ら
に
は
そ
こ
か
ら
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
作
成

さ
れ
た
が
、
類
従
本
・
『
平
家
公
達
草
紙
』
と
も
に
誤
り
が
多
い
事
か
ら

隆
房
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
論
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か

し
、
類
従
本
を
平
家
の
都
落
ち
以
前
に
、
平
家
に
奉
仕
す
る
た
め
に
書
か

れ
た
と
す
る
論
は
、
少
々
性
急
に
過
ぎ
る
気
が
す
る
。
も
し
、
平
家
の
都

落
ち
以
前
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
官
位
な
ど
の
誤
り

は
少
な
い
は
ず
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
、
定
家
本
の
先
行
性
は
認
め
つ

つ
も
、
や
は
り
類
従
本
を
平
家
滅
亡
後
の
隆
房
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
た
い
。

『
平
家
公
達
草
紙
』

　
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
中
村
義

雄
・
桑
原
博
史
氏
の
「
隆
房
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
家
の
思
い
出
を
共
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

す
る
人
物
た
ち
が
集
ま
り
執
筆
し
た
」
と
す
る
説
や
、
中
野
幸
一
氏
の

「
隆
房
を
資
料
提
供
者
の
一
人
に
と
ど
め
る
」
論
な
ど
が
あ
る
が
、
私
は
、

そ
の
両
方
と
も
正
解
で
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
隆
房
は
執
筆
・
編
集

者
で
あ
り
な
が
ら
資
料
提
供
者
の
一
人
に
し
か
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
桑
原
氏
は
、
「
隆
房
に
よ
る
晩
年
の
、
閑
居
の
つ
れ
づ
れ
に
な
さ
れ
た

計
画
で
あ
り
執
筆
」
と
し
て
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
（
氏
は
最
初
か
ら
絵
巻

形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
る
）
の
作
者
・
編
集
者
を
藤
原
隆
房
と
し
て
お
ら

れ
る
が
、
私
は
隆
房
は
蒐
集
は
し
た
も
の
の
、
隆
房
の
手
に
よ
っ
て
は
完

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
未
完
成
の
平

家
公
達
の
物
語
資
料
を
、
草
案
の
段
階
な
の
で
『
平
家
公
達
草
紙
』
と
名

づ
け
保
管
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
隆
房
が
、

蒐
集
し
た
資
料
の
中
で
隆
房
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
が
、
類
従
本
『
安
元

御
賀
記
』
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
群
書
類
従
本
『
安
元
御
賀

記
』
も
、
隆
房
が
執
筆
、
蒐
集
し
た
雑
多
な
原
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
、
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『平家公達草紙』「青海波」成立に関する小考

一
部
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
隆
房
蒐
集
の
原
『
平
家
公
達
草
紙
』

が
四
条
家
に
伝
わ
り
、
後
年
四
条
家
に
浅
か
ら
ぬ
縁
の
あ
る
者
が
『
平
家

公
達
草
紙
』
絵
巻
を
作
成
・
完
成
さ
せ
る
際
に
、
こ
の
隆
房
の
手
に
よ
る

類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』
が
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
ま
た
、
藤
田
一
尊
氏
は
、
桑
原
博
史
氏
の

隆
房
が
中
心
と
な
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
回
想
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、

近
臣
あ
る
い
は
友
人
関
係
の
人
で
回
想
の
記
述
の
で
き
る
人
に
も
執

筆
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
一
部
の
書
と
な
し
た
の
が
原
本
で
あ
ろ
う
と
想

像
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
大
ま
か
な
枠
は
協
定
し
た
で
あ
ろ
う

が
、
細
部
に
お
い
て
は
執
筆
し
た
人
の
、
話
題
の
主
に
対
す
る
親
疎

の
ち
が
い
、
伝
聞
か
直
接
経
験
か
の
ち
が
い
等
は
、
そ
の
ま
ま
に
し

た
の
が
、
か
か
る
性
格
の
ち
が
い
を
生
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
（
3
）

と
の
結
論
を
受
け
て
、
隆
房
中
心
の
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
を
推
測
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
と
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
関
連

性
・
類
似
性
に
注
目
し
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
を
そ
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ

ー
の
一
人
と
仮
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
あ

る
、
隆
房
と
建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
交
流
を
示
す
詞
書
か
ら
そ
の
時
期
や

背
景
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
。

隆
房
の
中
納
言
の
、
な
げ
く
事
あ
り
て
、
こ
も
り
ゐ
た
る
も
と
へ
、

こ
れ
ば
か
り
は
、
昔
の
こ
と
も
お
の
ず
か
ら
い
ひ
な
ど
す
る
ひ
と
な

れ
ば
、

と
ぶ
ら
ひ
申
す
と
て
、
五
月
五
日
に

　
　
　
　
　
　
　
（
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』

一
四
四
段
）

こ
の
詞
書
の
「
な
げ
く
事
あ
り
て
、
こ
も
り
ゐ
た
る
」
の
解
釈
を
「
彼
よ

り
下
位
の
中
納
言
で
あ
っ
た
藤
原
忠
経
が
権
大
納
言
に
昇
任
し
た
こ
と
に

抗
議
す
る
」
籠
居
で
あ
る
と
推
測
し
、
「
昔
の
こ
と
」
の
解
釈
を
、
自
分

が
清
盛
の
娘
婿
と
し
て
明
る
い
未
来
が
約
束
さ
れ
て
い
た
平
家
全
盛
時
代

と
し
、
建
礼
門
院
右
京
大
夫
と
語
り
合
っ
て
い
た
仲
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
私
も
、
概
ね
藤
田
氏
の
意
見
に
同
意
す
る
。
付
け
加
え
て
言
う
な
ら
ば
、

西
園
寺
実
宗
も
同
時
期
に
、
源
通
親
に
出
世
を
妨
害
さ
れ
、
平
家
時
代
を

懐
古
し
て
い
た
仲
間
で
あ
る
。
藤
田
氏
は
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立

に
関
し
て

藤
原
隆
房
と
い
う
人
物
は
『
平
家
公
達
草
紙
』
に
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
え
が
か
れ
え
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
平
家
の
時
代
と
そ
こ

に
生
き
た
公
達
を
懐
し
く
思
う
よ
う
な
理
由
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
が
籠
居
し
て
、
十
分
す
ぎ
る
時
間
を
得
た
時
、
彼
の
回

り
に
は
同
じ
よ
う
な
懐
古
の
情
を
持
っ
た
人
々
が
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
稿
者
は
、
奏
し
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
正
治
二
年

（
1
2
0
0
）
か
ら
元
久
元
年
（
1
2
0
4
）
の
間
に
、
『
平
家
公
達

草
紙
』
の
原
本
（
絵
は
無
く
て
も
構
わ
な
い
と
思
う
）
、
も
し
く
は

そ
の
原
型
と
な
る
も
の
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

わ
た
し
も
、
こ
の
藤
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
隆
房
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籠
居
中
、
も
し
く
は
引
退
後
に
建
礼
門
院
右
京
大
夫
、
藤
原
実
宗
、
維
盛

北
の
方
、
そ
の
他
平
家
に
仕
え
た
女
房
達
ら
と
土
ハ
同
執
筆
し
た
も
の
、
藤

田
氏
の
言
う
所
の
「
原
型
と
な
る
も
の
」
を
隆
房
が
持
っ
て
い
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
や
は
り
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
『
平
家
公
達
草
紙
』
も
小

松
家
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
野

　
　
　
　
（
5
）

幸
一
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、

而
し
て
、
「
平
家
公
達
草
紙
」
十
四
段
十
三
図
（
詞
書
欠
の
段
も
あ

り
）
が
織
り
成
す
世
界
は
、
そ
れ
自
体
王
朝
末
期
の
文
学
圏
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
え
る
。
そ
の
中
核
と
な
る
も
の
は
、
建
礼
門
院
徳

子
を
中
心
と
す
る
高
倉
帝
の
後
宮
サ
ロ
ン
と
、
そ
れ
を
援
護
す
る
平

氏
一
門
、
と
り
わ
け
人
望
の
高
い
小
松
内
大
臣
重
盛
を
中
心
と
す
る

サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
清
盛
の
娘
婿
で
あ
っ
た
隆
房
も

ま
た
こ
の
圏
内
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

隆
房
の
「
荒
玉
年
月
（
艶
詞
・
隆
房
集
）
」
や
「
安
元
御
賀
記
」
を

は
じ
め
、
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
」
「
建
寿
御
前
日
記
（
た
ま
き
は

る
）
」
「
子
侍
従
集
」
な
ど
の
同
時
代
の
文
学
作
品
は
、
い
ず
れ
も
こ

の
文
学
圏
で
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
勇
壮
な
「
平
家
物
語
」
に

優
雅
な
み
や
び
を
添
え
る
王
朝
的
な
佳
話
哀
話
も
、
こ
の
平
家
文
学

圏
か
ら
生
じ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
平
家
人
物

論
」
「
平
家
花
揃
」
な
ど
の
後
代
の
作
品
や
、
あ
る
い
は
「
艶
詞
絵

巻
」
「
承
安
五
節
図
」
「
平
家
盛
衰
図
」
な
ど
の
絵
巻
絵
図
類
も
、
広

い
意
味
で
こ
の
文
学
圏
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
現
存
す
る
一
三
段
の
話
の

う
ち
、
実
に
九
段
が
小
松
の
公
達
を
話
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
小
松
の

公
達
以
外
で
は
、
重
衡
が
多
く
登
場
し
。
維
盛
・
重
衡
・
資
盛
で
ほ
と
ん

ど
の
段
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
れ
は
小
松
家
を
中
心
と
す
る
文
学
圏

（
重
衡
も
含
む
）
を
懐
か
し
む
環
境
の
中
で
、
そ
の
元
メ
ン
バ
ー
達
が
綴

っ
た
懐
古
集
が
、
隆
房
の
蒐
集
し
た
原
『
平
家
公
達
草
紙
」
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
先
に
引
用
し
た
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
は
隆
房
に
つ
い
て

ば　こ

　　れ
　　ば
　　か
　　　り

　　は
　　　、

昔
の
こ
と
も
お
の
つ
か
ら
い
ひ
な
ど
す
る
人
な
れ

と
あ
る
。
こ
の
二
人
が
話
す
「
昔
の
こ
と
」
と
は
、
平
家
全
盛
期
の
ま
さ

に
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
取
材
し
た
世
界
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
青
海
波
」
の
段

　
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
「
青
海
波
」
の
段
が
、
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』

と
一
字
一
句
た
が
わ
ぬ
部
分
が
全
編
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
類

従
本
を
傍
ら
に
置
き
つ
つ
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

た
だ
、
官
位
の
違
い
や
そ
の
場
に
居
な
い
は
ず
の
平
家
公
達
の
挿
入
な
ど

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
段
を
作
成
す
る
べ
く
集
め
ら
れ
た
緒
記
録
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を
見
比
べ
て
、
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
」
の
官
位
の
誤
認
に
気
付
き
、

『
平
家
公
達
草
紙
』
作
者
に
よ
る
、
更
な
る
誤
認
に
よ
る
訂
正
が
加
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』
と
『
平
家
公
達
草
紙
』
は
共
に
、
維
盛
が
青

海
波
を
舞
い

人
ぐ
皆
恥
ぢ
た
る
気
色
也
。

と
、
感
想
が
あ
り
、
青
海
波
に
つ
い
て
の
描
写
は
終
わ
る
。
「
青
海
波
」

を
主
題
に
描
く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
こ
の
段
を
終
わ
っ
て
も
か
ま
わ
な

い
。
い
や
、
む
し
ろ
終
わ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
平
家
公

達
草
紙
』
は
、
『
安
元
御
賀
記
』
の
引
き
写
し
を
続
け
、

又
右
に
、
新
少
将
通
盛
、
四
位
侍
従
有
盛
、
林
寄
を
舞
ふ
。
時
に
院

の
御
前
よ
り
、
右
大
臣
兼
実
し
て
、
禄
を
給
ふ
。
蘇
芳
の
織
物
の
桂
、

各
右
の
肩
に
か
け
て
、
入
綾
垂
ふ
、
見
る
物
こ
と
ぐ
く
涙
を
流

す
。
青
海
波
こ
そ
猶
目
も
あ
や
な
り
し
か
。

と
続
く
、
こ
こ
ま
で
は
、
ま
だ
通
盛
・
有
盛
の
平
家
公
達
が
舞
う
姿
を
描

く
の
で
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
は
ま
だ
続
き

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
は
『
平
家
公
達
草
紙
』
に
よ
る
類

従
本
『
安
元
御
賀
記
』
の
引
き
写
し
は
一
度
途
絶
え
、
平
家
公
達
が
出
て

こ
な
い
部
分
を
大
幅
に
省
略
、
変
更
し
て
、
ま
た
維
盛
が
安
名
尊
を
歌
い

よ
に
め
づ
ら
し
き
声
つ
か
ひ
ど
も
に
て
乱
れ
た
り
し
か
ば
、

く
禄
給
ひ
た
り
。

お
の

と
、
維
盛
が
賛
美
さ
れ
た
場
面
だ
け
を
載
せ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
部
分

に
は
、
類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』
に
は
な
い
、
宗
盛
が
和
琴
を
担
当
す
る

描
写
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
後
宴
後
の
恩
賞
の
場
面
へ
移
り
、
ま
た
『
安
元
御
賀
記
』
の

引
き
写
し
が
始
ま
る
。
本
当
な
ら
ば
、
話
の
流
れ
的
に
も
、
維
盛
が
舞
い

終
わ
っ
た
時
点
、
も
し
く
は
通
盛
・
有
盛
の
平
家
公
達
が
舞
い
終
わ
っ
た

時
点
で
「
青
海
波
」
の
段
を
終
え
て
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
が
、
何
故
途
中

に
中
略
を
入
れ
て
ま
で
、
こ
の
段
を
引
き
ず
る
か
と
言
え
ば
、
『
安
元
御

賀
記
』
の
最
後
に
あ
る
、
恩
賞
の
場
面
で
隆
季
が

ま
た
、
按
察
資
賢
を
御
使
に
て
、
隆
季
卿
に
、
「
今
度
の
御
賀
事
故

な
く
遂
げ
ぬ
る
は
、
な
ん
ち
が
事
を
行
う
ゆ
ゑ
也
。
殊
に
神
妙
也
」

と
仰
せ
下
さ
る
。

と
、
平
家
と
土
ハ
に
院
の
お
褒
め
に
預
か
っ
た
記
事
を
入
れ
た
か
っ
た
が
た

め
で
あ
る
。
平
家
を
褒
め
称
え
つ
つ
も
、
四
条
家
の
優
位
を
語
ら
ね
ば
こ

の
段
は
終
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
四
条
家
関
係
の
人
物

の
意
向
が
働
い
た
状
況
で
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
製
作
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
四
条
家
に
浅
か
ら
ぬ
縁
の
あ
る
、
現
存
す
る
第
一
種
本
『
平
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

公
達
草
紙
』
絵
巻
を
作
成
し
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
角
田
文
衛
氏
が
桑
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原
博
史
氏
の
論
を
受
け
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
編
集
者
を
疑
い
な
く
隆

房
と
し
、
絵
巻
に
し
た
の
が
北
山
准
后
貞
子
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
が
、

明
察
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
隆
房
の
遺
産
の
原
『
平
家
公
達
草
紙
』
を
完
成

さ
せ
た
の
は
、
隆
房
の
孫
の
北
山
准
后
の
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

北
山
准
后
の
時
代

　
平
家
一
門
が
壇
ノ
浦
の
藻
屑
と
な
っ
て
三
十
数
年
後
、
安
徳
天
皇
の
異

母
弟
で
あ
る
後
鳥
羽
上
皇
が
引
起
こ
し
た
承
久
の
乱
は
失
敗
に
終
わ
り
、

そ
れ
ま
で
の
宮
中
の
力
関
係
も
一
変
し
た
。
鎌
倉
方
が
指
名
し
た
都
の
執

政
は
西
園
寺
公
経
で
あ
っ
た
。
西
園
寺
公
経
は
、
鎌
倉
幕
府
と
連
携
を
保

ち
、
都
で
権
勢
を
振
る
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
西
園
寺
家
に
連
な
る
四

条
家
、
御
子
左
家
、
持
明
院
家
な
ど
も
、
平
家
と
血
縁
関
係
に
あ
る
者
達

が
、
権
力
の
座
に
付
く
事
に
な
る
。
平
家
の
歌
人
が
勅
撰
集
に
顔
を
出
し

始
め
る
の
も
こ
の
辺
り
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
時
代
に
権
勢
を
振
る
い
、
一
大
サ
ロ
ン
を
作
り
上
げ
た

の
が
、
西
園
寺
実
宗
の
孫
実
氏
の
正
妻
で
、
藤
原
隆
房
と
清
盛
の
娘
の
子

で
平
家
の
血
を
ひ
く
四
条
大
納
言
隆
衡
の
娘
貞
子
、
後
の
北
山
准
后
で
あ

る
。
北
山
准
后
は
、
晩
年
の
祖
父
隆
房
の
姿
を
見
て
育
ち
、
自
ら
も
祖
父

が
憧
れ
て
や
ま
な
か
っ
た
平
家
の
血
を
引
く
こ
と
を
自
負
し
て
育
っ
た
で

あ
ろ
う
。
北
山
准
后
は
実
氏
と
の
間
に
後
嵯
峨
帝
の
后
と
な
る
大
宮
院
を

設
け
た
。
そ
の
大
宮
院
の
子
達
が
、
後
深
草
・
亀
山
両
帝
な
の
で
あ
る
。

西
園
寺
家
が
都
で
権
勢
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
数
十
年
。
弘
安
八
年
に
、

北
山
准
后
の
九
十
の
賀
が
営
ま
れ
た
。
こ
の
と
き
に
も
、
後
白
河
法
皇
の

五
十
賀
の
資
料
で
あ
る
『
安
元
御
賀
記
』
は
有
効
に
活
用
さ
れ
た
事
で
あ

ろ
う
。

　
北
山
准
后
の
活
躍
し
た
後
嵯
峨
朝
の
理
想
と
し
た
時
代
は
、
自
分
達
の

先
祖
が
活
躍
し
た
、
平
家
全
盛
期
で
あ
り
、
院
政
全
盛
期
で
あ
り
、
最
後

の
貴
族
文
化
が
花
開
い
た
平
安
末
期
の
後
白
河
院
・
高
倉
天
皇
時
代
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
家
に
は
、
そ
の
理
想
の
時
代
に
描
か
れ
た
、
自

分
達
の
先
祖
が
物
語
世
界
の
主
人
公
を
気
取
り
、
貴
族
生
活
を
謳
歌
し
て

い
た
記
録
で
あ
る
原
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
残
さ
れ
て
い
た
。
後
嵯
峨
朝

時
代
の
人
た
ち
が
、
高
倉
朝
の
時
代
を
真
似
る
時
に
そ
れ
ら
の
作
品
は
、

貴
重
な
資
料
と
し
て
役
立
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
増
鏡
』
に
み
ら
れ
る
安
元
御
賀
に
つ
い
て
の
記
述

　
第
一
種
本
の
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立
年
代
に
関
し
て
、
南
北
朝
以

降
と
い
う
論
も
存
在
す
る
が
、
私
は
、
先
ほ
ど
引
い
た
『
増
鏡
』
の
記
事

か
ら
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立
年
代
は
も
う
少
し
早
い
段
階
の
や
は
り
、

北
山
准
后
の
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

今
年
、
北
山
の
准
后
九
十
に
み
ち
給
へ
ば
、
御
賀
の
事
、
大
宮
院
思

し
急
ぐ
。
世
の
大
事
に
て
、
天
下
か
し
が
ま
し
く
響
き
あ
ひ
た
り
。

か
く
の
の
し
る
人
は
、
安
元
の
御
賀
に
青
海
波
舞
ひ
た
り
し
隆
房
の

大
納
言
の
孫
な
め
り
。
鷲
尾
の
大
納
言
隆
衡
の
女
ぞ
か
し
。
大
宮

院
・
東
二
条
院
の
御
母
な
れ
ば
、
両
院
の
御
祖
母
、
太
政
大
臣
の
北

の
方
に
て
、
天
の
下
み
な
こ
の
に
ほ
ひ
な
ら
ぬ
人
は
な
し
。
い
と
や

ん
ご
と
な
か
り
け
る
御
宿
世
な
り
。
昔
、
御
堂
殿
の
北
の
方
鷹
司
殿
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と
聞
え
し
に
も
劣
り
は
ず
。

（『

搴
ｾ
』
巻
十
　
老
の
な
み
）

注
目
す
べ
き
は
、
「
安
元
の
御
賀
に
青
海
波
舞
ひ
た
り
し
隆
房
の
大
納
言
」

と
言
う
記
事
で
あ
る
。
で
は
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
本
文
で
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

輪
台
は
て
て
青
海
波
出
で
替
り
て
舞
ふ
。
権
亮
少
将
維
盛
、
右
少
将

成
宗
、
と
も
に
右
の
肩
を
脱
ぐ
。
あ
を
う
ち
の
半
腎
海
浦
の
文
、
螺

鍋
の
細
太
刀
、
紺
地
の
水
の
文
の
平
緒
、
桜
萌
黄
の
衣
、
山
吹
の
下

重
ね
、
胡
篠
を
と
き
て
、
老
懸
を
か
く
。
山
の
端
ち
か
き
入
日
の
か

げ
に
御
前
の
庭
の
砂
子
ど
も
白
く
き
よ
げ
な
る
上
に
、
花
の
白
雪
空

に
知
ら
れ
て
散
り
ま
が
ふ
程
、
物
の
音
も
て
は
や
さ
れ
た
る
に
、
青

海
波
の
花
や
か
に
舞
ひ
出
で
た
る
さ
ま
、
維
盛
朝
臣
の
足
踏
み
袖
振

る
程
、
世
の
け
い
き
、
入
日
の
か
げ
に
も
て
は
や
さ
れ
た
る
か
た
ち
、

似
る
物
な
く
き
よ
ら
か
な
り
。
同
じ
舞
な
れ
ど
目
な
れ
ぬ
さ
ま
な
る

を
、
内
、
院
を
始
め
た
て
ま
つ
り
、
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
給
ふ
。
父

お
と
ゴ
こ
と
忌
み
え
し
給
は
ず
、
お
し
の
こ
ひ
給
ふ
、
こ
と
わ
り
と

見
ゆ
。
見
る
人
涙
を
流
す
。
片
手
は
源
氏
の
頭
中
将
ば
か
り
だ
に
な

け
れ
ば
、
中
々
に
か
た
は
ら
い
た
く
な
ん
覚
え
け
る
と
そ
。
舞
お
は

り
て
、
は
じ
め
の
ご
と
く
連
な
り
て
楽
屋
に
入
る
。
た
ゴ
し
輪
台
の

舞
人
は
立
ち
加
は
ら
ず
。

か
く
て
入
る
程
に
、
右
舞
人
少
将
隆
房
、
大
鼓
の
前
よ
り
楽
屋
に
進

み
寄
り
て
、
中
将
泰
通
に
い
は
く
、
「
大
鼓
は
あ
げ
ら
る
ま
じ
き
に

や
、
い
か
ゴ
」
。
此
の
時
に
は
か
に
大
鼓
を
あ
ぐ
。
青
海
波
は
つ
る

時
の
大
鼓
、
世
の
常
は
あ
ぐ
る
こ
と
な
し
。
き
は
ま
り
な
く
、
ゆ
ゆ

し
く
舞
ひ
た
る
時
あ
ぐ
る
事
也
。
先
の
仁
平
の
御
賀
に
、
中
院
右
大

臣
、
成
通
大
納
言
、
と
も
に
い
ひ
あ
は
せ
て
あ
が
さ
せ
た
る
。
こ
の

度
も
ゆ
ゆ
し
く
舞
ひ
た
ら
ば
あ
げ
よ
と
、
院
の
御
方
よ
り
仰
せ
事
あ

り
け
る
。
し
か
る
べ
き
笛
吹
き
の
思
ひ
忘
れ
に
け
る
な
る
べ
し
。

「
か
く
お
ど
ろ
か
さ
ず
は
、
さ
て
あ
げ
で
」
せ
や
み
な
ま
し
と
て
、

ひ
と
く
皆
恥
ぢ
た
る
気
色
也
。
　
（
『
平
家
公
達
草
紙
』
「
青
海
波
」
）

　
『
平
家
公
達
草
紙
』
で
は
、
青
海
波
を
舞
っ
た
の
は
維
盛
と
成
宗
で
あ

り
、
隆
房
は
後
半
に
維
盛
の
舞
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
事
を
強
調
す
る
役
目

で
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。
類
従
本
の
『
安
元
御
賀
記
』
も
数
文
字
違
う

だ
け
で
、
全
く
同
様
の
記
事
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
に
、
同
時
代
の
日
記
『
玉
葉
』
に
あ
る
、

安
元
御
賀
の
青
海
波
の
記
事
も
引
い
て
お
く
。
九
条
兼
実
は
『
玉
葉
』
を

有
職
の
書
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
事
も
あ
り
、
作
法
に
関
し

て
は
徹
底
し
て
細
か
く
、
そ
こ
に
は
創
作
の
入
る
余
地
は
無
い
。
ま
た
、

摂
関
家
の
自
負
か
ら
か
、
他
人
の
疑
わ
し
い
作
法
に
関
し
て
は
非
常
に
細

か
く
厳
し
い
。

相
次
ぎ
右
大
将
（
重
盛
）
一
族
の
公
卿
を
率
ゐ
（
宗
盛
、
時
忠
、
頼

盛
、
教
盛
、
信
隆
等
な
り
）
、
楽
屋
に
向
か
ふ
。
将
軍
対
代
の
南
階

よ
り
降
り
、
宗
盛
以
下
中
門
の
廊
の
南
妻
よ
り
降
り
、
共
に
池
畔
を

歴
て
、
鉦
鼓
の
北
よ
り
楽
屋
に
入
り
了
ん
ぬ
。
こ
れ
青
海
波
の
装
束

を
扶
持
せ
ん
が
た
め
な
り
。
そ
の
装
束
の
垣
代
未
だ
出
で
ざ
る
間
、
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各
本
の
路
を
歴
て
座
に
復
す
。

　
　
　
　
〈
中
略
〉

輪
台
了
ん
ぬ
。
青
海
波
出
づ
（
輪
台
入
る
間
、
須
史
に
替
り
楽
屋
を

出
で
、
同
時
に
青
海
波
を
責
め
吹
く
。
維
盛
西
に
在
り
、
成
宗
東
に

在
り
。
土
ハ
に
青
打
海
賦
半
腎
を
著
け
、
螺
銅
の
細
劔
を
帯
ぶ
。
右
担
、

自
余
元
の
如
く
胡
籐
を
帯
び
ず
。
）
舞
ひ
出
で
、
六
遍
唱
歌
を
詠
ず
。

皆
試
楽
の
如
し
。
但
し
笙
笛
違
乱
無
し
。
隆
季
資
賢
の
唱
歌
に
付
き

笙
を
吹
く
（
今
度
、
光
近
の
唱
歌
聞
え
ず
と
云
々
）
。
傍
つ
て
楽
寛

る
に
至
り
、
同
時
に
音
止
む
る
者
な
り
（
実
国
付
く
所
成
親
に
異
な

ら
ず
）
。
舞
了
り
、
隆
季
以
下
楽
屋
の
座
に
復
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
玉
葉
』
安
元
二
年
三
月
六
日
条
）

　
安
元
の
御
賀
で
、
青
海
波
を
舞
っ
た
の
は
や
は
り
維
盛
と
成
宗
で
あ
り
、

『
平
家
公
達
草
紙
』
の
記
事
が
正
し
い
。
こ
の
事
か
ら
推
察
す
る
に
、
『
増

鏡
』
成
立
時
期
に
は
安
元
の
御
賀
で
青
海
波
を
舞
っ
た
の
は
隆
房
で
あ
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
共
に
舞
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
た
相
手
は
、
も
ち
ろ
ん
維
盛
の
方
で
あ
っ
て
成
宗
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
何
故
、
隆
房
が
青
海
波
を
舞
っ
た
事
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は

も
ち
ろ
ん
四
条
家
の
、
特
に
北
山
准
后
の
権
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼

女
は
敬
愛
す
る
祖
父
隆
房
が
書
き
記
し
た
内
容
を
大
き
く
変
え
て
ま
で
、

『
平
家
公
達
草
紙
』
絵
巻
を
創
作
す
る
気
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
女

の
強
大
な
権
勢
が
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
絵
巻
『
平
家
公
達
草
紙
」
を
四

条
家
・
隆
房
の
栄
華
と
も
結
び
付
け
ら
れ
、
後
年
『
増
鏡
』
の
時
代
に
は

青
海
波
を
舞
っ
た
の
は
維
盛
と
隆
房
で
あ
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
考
え
る
と
、
敬
愛
す
る
祖
父
の
作
品
を
大
切
に

考
え
る
北
山
准
后
が
『
平
家
公
達
草
紙
』
絵
巻
を
制
作
し
な
け
れ
ば
、
そ

れ
以
降
の
維
盛
と
隆
房
が
青
海
波
を
舞
っ
た
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
時
代
に

は
、
や
は
り
維
盛
と
隆
房
が
青
海
波
を
舞
う
『
平
家
公
達
草
紙
』
が
創
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　
安
元
御
賀
の
後
、
ま
ず
最
初
に
公
式
記
録
と
し
て
、
定
家
本
の
元
に
な

る
『
安
元
御
賀
記
』
が
あ
っ
た
（
隆
房
の
手
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
不

明
）
。
そ
れ
は
平
家
に
傾
倒
す
る
事
の
な
い
き
わ
め
て
公
式
な
も
の
で
あ

り
、
定
家
は
そ
れ
を
写
し
た
。
こ
れ
は
安
元
御
賀
の
直
後
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
後
年
隆
房
が
平
家
懐
古
の
草
紙
を
編
纂
す
る
時
に
、
新
た
に

平
家
に
傾
倒
し
た
類
従
本
を
作
り
、
隆
房
の
意
匠
に
よ
り
実
際
は
参
加
し

て
い
な
い
公
達
な
ど
も
多
く
挿
入
し
た
た
め
に
、
矛
盾
と
混
乱
が
生
じ
る

内
容
と
な
っ
た
。
官
位
の
混
乱
な
ど
も
、
後
年
の
隆
房
に
よ
る
誤
認
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、
隆
房
筆
の
『
安
元
御
賀
記
』
が
定
家
の
手
に
渡
っ
た

段
階
で
隆
房
は
、
自
分
の
手
元
に
置
く
た
め
に
、
平
家
一
門
に
傾
倒
す
る

類
従
本
『
安
元
御
賀
記
』
を
非
公
式
な
も
の
と
し
て
執
筆
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
定
家
本
の
元
に
な
っ
た
『
安
元
御
賀
記
』

は
隆
房
の
手
元
に
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
数
十
年
後
、
隆
房
の
孫
・
曾
孫
の
代
で
あ
る
、
後
白
河
院
時
代

を
回
顧
す
る
時
代
に
、
白
描
絵
入
り
の
『
平
家
公
達
草
紙
』
絵
巻
が
、
隆

房
が
蒐
集
し
た
平
家
公
達
に
関
す
る
諸
記
録
（
原
『
平
家
公
達
草
紙
』
）
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『平家公達草紙』「青海波」成立に関する小考

か
ら
作
成
さ
れ
た
際
に
、
隆
房
の
記
し
た
類
従
本
『
安
元
御
賀
』
の
後
宴

を
中
心
に
「
青
海
波
」
の
段
が
作
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
隆
房
を
維
盛
の
青

海
波
の
相
手
に
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
四
条
家
の
面
目
を
保
つ
も
の
で

あ
っ
た
。

　
後
年
、
『
増
鏡
』
が
著
さ
れ
た
時
代
に
は
、
『
平
家
公
達
草
紙
』
絵
巻
が

作
ら
れ
た
当
時
の
四
条
家
の
権
勢
や
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
な
ど
に

登
場
す
る
隆
房
の
頭
中
将
的
な
役
割
か
ら
、
維
盛
と
と
も
に
青
海
波
を
舞

っ
た
の
は
隆
房
で
あ
る
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
お
り
、
『
増
鏡
』

作
者
の
誤
認
に
よ
る
記
事
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

本
文
の
引
用
は
以
下
に
拠
る

・
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
　
付
平
家
公
達
草
紙
』

　
　
（
久
松
潜
一
・
久
保
田
淳
校
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
三
月
）

・
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
と
は
ず
が
た
り
』

　
　
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
7
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）

・
『
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』

　
　
　
　
（
口
本
古
典
文
学
大
系
8
7
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
二
月
）

・
『
安
元
御
賀
記
』
群
書
類
従

引
用
論
文

（
1
）
　
兵
藤
裕
己
「
平
家
公
達
草
紙
」

　
　
　
　
　
（
『
物
語
文
学
の
系
譜
皿
』
、
有
精
堂
、
一
九
九
一
年
七
月
）

（
2
）
　
中
村
義
雄
「
平
家
公
達
草
子
と
藤
原
隆
房
－
青
海
波
の
段
の
出

　
　
　
典
を
中
心
と
し
て
ー
」

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
　
　
　
　
　
（
『
美
術
研
究
　
2
1
5
」
一
九
六
一
年
三
月
）

桑
原
博
史
「
藤
原
隆
房
の
生
涯
と
そ
の
作
品
」

　
（
『
中
世
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
）

伊
井
春
樹
「
『
安
元
御
賀
記
』
の
成
立
－
定
家
本
か
ら
類
従

本
・
『
平
家
公
達
草
紙
』
へ
ー
」

（『

糟
鼾
装
ｶ
』
第
六
十
一
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
二
年
一
月
）

中
野
幸
一
「
平
家
公
達
草
紙
を
め
ぐ
っ
て
」

（『

R
記
物
と
そ
の
周
辺
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
九
年

三
月
）

藤
田
一
尊
「
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
ー

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
を
資
料
と
し
て
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
文
学
研
究
』
一
九
八
八
年
三
月
）

角
田
文
衛
『
平
家
後
抄
』
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）

参
考
論
文

・
春
日
井
京
子
「
『
安
元
御
賀
記
』
と
『
平
家
公
達
草
紙
』
1
記
録
か

　
ら
〈
平
家
の
物
語
〉
へ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
（
「
伝
承
文
学
研
究
」
四
五
号
、
一
九
九
六
年
五
月
）

・
桑
原
博
史
「
隆
房
と
隆
信
－
平
安
朝
末
期
の
物
語
愛
好
の
精
神
に
ふ

　
れ
つ
つ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
平
安
文
学
研
究
』
一
九
六
三
年
六
月
）

・
松
尾
葦
江
「
平
家
公
達
草
紙
小
考
」

　
　
　
　
　
　
（
「
平
家
物
語
論
究
」
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
三
月
）
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・
馬
場
淳
子
「
『
平
家
公
達
草
紙
』
の
維
盛
像
」

（
小
峰
和
明
編
『
平
家
物
語
の
転
生
と
再
生
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇

三
年
三
月
）

・
藤
田
一
尊
「
藤
原
隆
房
の
な
げ
き
ー
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
私

見
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
解
釈
』
一
九
九
〇
年
四
月
）

・
藤
田
一
尊
「
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
私
見
（
二
）
1
作
品
成
立

の
背
景
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
解
釈
』
一
九
九
一
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
げ
ま
さ
・
ま
こ
と
　
博
士
後
期
課
程
）
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